
　11月23日、第19回ふるさとフェア久御山が中央公

園で開かれ、工業や商業、農業などの各エリアは、

さまざまな模擬店や新米のすくい取り、園芸用土壌

の無料配布など、多くの人でにぎわいました。 

　メインステージでは、宮川大助・花子や麒麟の漫

才、お楽しみ抽選会などがおこなわれ、楽しい秋の

一日を満喫しました。 

楽しい秋の一日を満喫 

第32回町民文化祭など 
みんなの広場 

ひとり親家庭新入学児童を祝い励ます会の参加者募集など 

給与・定員管理のあらまし 
町職員の給与などを公表 
子育て支援センターなど 
行政ニュース 

INFORMATION

町郷土史会会長　阪部五三夫さん 
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来
年
4
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
、
佐
山

幼
稚
園
南
側
に
建
設
し
て
い
る
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
ゆ
う
ホ
ー

ル
や
図
書
館
、
近
隣
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、

公
園
等
の
施
設
と
連
携
し
て
各
種
事
業
に
取

り
組
み
、
子
育
て
中
の
ご
家
庭
の
育
児
不
安

の
解
消
や
友
達
づ
く
り
の
場
と
し
て
、
地
域

全
体
で
楽
し
く
子
育
て
を
お
こ
な
い
、
町
の

子
育
て
支
援
の
拠
点
と
な
る
施
設
で
す
。
 

   町
で
は
、
子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
「
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
」
に
も
と
づ
き
、
在
宅

で
子
ど
も
を
養
育
す
る
ご
家
庭
に
対
し
て
の

支
援
を
お
こ
な
う
こ
と
に
よ
り
、
あ
ら
ゆ
る

子
育
て
家
庭
の
負
担
の
軽
減
や
、
子
育
て
し

や
す
い
環
境
の
整
備
等
の
施
策
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
ま
す
。
 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
親
同
士
の
交

流
や
各
種
相
談
お
よ
び
最
新
の
様
々
な
子
育

て
支
援
情
報
を
提
供
す
る
発
信
基
地
と
し
て
、

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
中
核
施
設
と
し
て
整

備
し
て
い
ま
す
。
 

  
☆
広
場
事
業
 

気
軽
に
親
子
が
集
い
、
自
由
に
遊
び
な
が

ら
親
子
で
過
ご
す
楽
し
さ
や
触
れ
合
い
を
深

め
る
た
め
の
遊
び
の
場
を
常
時
開
設
し
ま
す
。
 

☆
相
談
事
業
 

発
育
や
健
康
、
栄
養
な
ど
子
育
て
に
関
す

る
相
談
を
随
時
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
相
談

室
を
設
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
相

談
に
も
応
じ
ま
す
。
 

☆
異
世
代
の
交
流
事
業
 

セ
ン
タ
ー
に
集
う
0
歳
か
ら
3
歳
ぐ
ら
い

ま
で
の
子
ど
も
達
と
そ
の
保
護
者
が
、
小
・

中
学
生
や
高
校
生
、
高
齢
者
等
と
一
緒
に
遊

び
、
交
流
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
、
様
々
な
人
と
の
か
か
わ
り

方
を
学
び
、
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
ん
で
い
き

ま
す
。
 

☆
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
 

登
録
会
員
制
の
一
時
的
な
保
育
を
有
償
で

援
助
す
る
制
度
で
す
。
 

会
員
の
登
録
や
事
前
顔
合
わ
せ
、
援
助
の

依
頼
、
会
員
相
互
の
調
整
な
ど
の
活
動
の
事

務
局
と
な
り
ま
す
。
 

☆
子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
育
成
と
支
援
 

地
域
の
仲
間
が
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
楽
し

く
子
育
て
を
す
る
サ
ー
ク
ル
を
育
成
す
る
と

と
も
に
、
サ
ー
ク
ル
同
士
の
交
流
や
研
修
会

を
お
こ
な
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い

き
ま
す
。
 

☆
講
座
・
講
演
会
 

図
書
館
司
書
に
よ
る
絵
本
講
座
や
食
育
推

進
の
た
め
の
料
理
講
座
、
講
演
会
や
ミ
ニ
講

座
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
も
の
や
、
保
護

者
を
対
象
と
し
た
講
座
な
ど
、
学
ぶ
機
会
を

提
供
し
ま
す
。
 

☆
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
 

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
事
業
や
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
活
動
時
に
お
け
る
お
手
伝
い
を

し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、

支
援
の
あ
り
方
な
ど
を
学
ぶ
た
め
の
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
 

☆
情
報
の
発
信
 

町
の
様
々
な
事
業
の
案
内
や
セ
ン
タ
ー
の

月
間
予
定
や
育
児
に
関
す
る
豆
知
識
な
ど
を

掲
載
し
た
通
信
の
発
行
、
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
情
報
を
発
信
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

ま
も
ら
れ
て
い
ま
す
か
？ 

あ
な
た
の
人
権 

子
育
て
支
援
の
中
核
施
設
 

主
な
事
業
 

障害についての理解を深めましょう 

敷地面積／483.75平方㍍ 

建築構造／鉄骨造平家建 

延床面積／252.95平方㍍ 
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人
権
と
は
、
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
平

等
に
持
っ
て
い
る
権
利
、
自
由
・
平
等
、
一

人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ
と
、
社
会

の
中
で
幸
福
に
生
き
る
権
利
で
す
。
し
か
し
、

現
実
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
や
不
当
な
暴

力
に
よ
っ
て
多
く
の
人
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

て
い
ま
す
。
 

す
べ
て
の
人
々
が
人
権
問
題
を
自
分
自
身

に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
自
己
を

尊
重
し
、
他
者
を
尊
重
す
る
心
を
は
ぐ
く
む

人
権
意
識
を
身
に
つ
け
た
い
も
の
で
す
。
 

町
で
は
、
人
権
週
間
初
日
の
12 
月
4
日
c

に
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
人
権
意
識
の
向
上

を
め
ざ
し
て
街
頭
啓
発
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

  イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
誰
も
が
気
軽
に
簡

単
に
情
報
発
信
が
で
き
る
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
と
な
る
一
方
で
、
迷
惑

メ
ー
ル
、
違
法
・
有
害
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
侵
害
等
に
よ
り
、
他
人
を
非
難
・
中
傷

す
る
表
現
が
は
び
こ
り
、
人
権
侵
害
が
多
発

し
て
き
て
い
ま
す
。
 

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
率
が

高
く
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
携
帯
電
話
で

も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
た
め
有

害
情
報
、
間
違
っ
た
情
報
、
差
別
情
報
な
ど

が
入
り
や
す
く
、
悪
影
響
を
与
え
重
大
な
犯

罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
に
悪
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
、
人

権
を
守
っ
て
正
し
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

い
ま
し
ょ
う
。
 

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を
防
ぐ

た
め
に
 

・
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ
と
の
重

要
性
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
情
報
の
収
集
・
発
信
に
つ
い
て
は
、
モ
ラ

ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
 

・
情
報
を
簡
単
に
信
用
せ
ず
、
自
ら
選
び
判

断
で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。
 

・
な
に
よ
り
も
、「
人
権
尊
重
」
の
意
識
を

持
ち
ま
し
ょ
う
。
 

１２
月
４
日
〜
１０
日
「
人
権
週
間
」 

山
城
人
権
啓
発
協
議
会
で
は
、
ウ
ォ

ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
最
新
作
「
ル
イ
ス
と

未
来
泥
棒
」
を
鑑
賞
す
る
映
画
会
を
開

き
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
25
日
c
 

 
①
午
前
9
時
か
ら
 

 
②
午
前
11 
時
20
分
か
ら
 

場
所
／
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
久
御
山
 

費
用
／
無
料
（
入
場
に
は
、
整
理
券
が

必
要
で
す
）
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

※
入
場
整
理
券
は
、
12 
月
5
日
d
か
ら

社
会
福
祉
課
窓
口
で
一
人
3
枚
ま
で

配
布
し
ま
す
。（
各
先
着
１
5
0
枚
） 

ま
も
ら
れ
て
い
ま
す
か

ま
も
ら
れ
て
い
ま
す
か
？ 

ま
も
ら
れ
て
い
ま
す
か
？ 

あ
な
た
の
人
権 

あ
な
た
の
人
権

あ
な
た
の
人
権 

あ
な
た
の
人
権 
▼
▼
▼
 

障害のある人に対し「個人の尊厳が
重んぜられ、その尊厳にふさわしい生
活を保障される権利を有する」こと、
「社会を構成する一員として社会、経済、
文化その他あらゆる分野の活動に参加
する機会が与えられる」ことを宣言す
るとともに、「何人も、障害者に対して、
障害を理由として、差別すること、そ
の他の権利利益を侵害する行為をして
はならない」と定めています。 
 
 
障害者自立支援法の施行にともない、
身体・知的・精神の3つの障害で同じ
サービスが利用できるようになりまし

た。障害福祉サービスは、居宅介護、
短期入所、生活介護などの介護給付サ
ービスと自立訓練や就労移行支援など
の訓練等給付に分かれています。 
また、医療についても、更生医療や
精神通院公費負担で実施されていたも
のが自立支援医療として給付されます。 
利用者負担は、利用したサービスの
対価に対する1割が自己負担になり、
所得に応じて上限が設けられています。 
一方、相談支援事業、日常生活用具
の給付や外出支援事業が町の事業とな
り、地域生活支援事業として実施して
います。町では、5㌫を自己負担して
いただいています。 
 

 
 
相談支援事業所「わお」 
久御山福祉会が運営する相談支援事
業所です。町から委託を受け、障害の
ある人の困りごとや家族の相談を受け
ています。 
問い合わせ／1・6075（632）1576 
障害者生活支援センター「はーもにぃ」 
南山城学園が運営する生活支援セン
ターです。ピアカウンセリング事業や
入所施設の情報、さまざまなイベント
などいろいろな社会資源の情報を提供
しています。 
問い合わせ／10774（55）5981、
60774（55）5982

障害者基本法では 障害のある人の相談窓口 

障害福祉サービスとは 

障害についての理解を深めましょう 障害についての理解を深めましょう 

敷地面積／483.75平方㍍ 

建築構造／鉄骨造平家建 

延床面積／252.95平方㍍ 
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16億4820万円 
職員 237人 

給 与 費 

区　分 
久　御　山　町 

期 末 手 当  勤 勉 手 当  

国 

期 末 手 当  勤 勉 手 当  

本町と同じ 

▽期末・勤勉手当（ボ－ナス）の支給割合［平成18年度］ ▽特殊勤務手当の支給状況［平成18年度一般会計決算額］ 

久　　御　　山　　町 国 

（支給率） 

・勤続20年 

・勤続25年 

・勤続35年 

・最高限度額 

・その他の 
　　加算措置 

・１人当たり 
　　平均支給額 

・平均勤続年数 

 

（支給率） 
 

 
 

 

 

本　町　と　同　じ 
 

 

 

定年前早期退職特別措置 
（定年前年数1年につき2％加算） 

国は公表していません 

 

23.50 

33.50 

47.50 

59.28

自己都合  

月分 

月分 

月分 

月分 

 

30.55 

41.34 

59.28 

59.28

勧奨・定年 

― 2521万円 

― 36.0年 

 

月分 

月分 

月分 

月分 

▽退職手当の状況［平成19年4月現在］　　　　　　　　（1万円未満四捨五入） 

　本町の勧奨退職は、勤続20年以上で、年齢50歳以上59歳までの職員を対象とする退職制度です。 
　退職手当は、退職時の給料をもとに退職理由と勤続年数、基礎在職期間において職員が属して
いた職務の級によって支給額を算出します。 
　一人当たり平均支給額は、平成18年度中に退職した職員の平均支給額です。 

▽扶養・住居・通勤手当の状況［平成19年4月現在］ 

区
分 

扶
　
養
　
手
　
当 

通
　
　
勤
　
　
手
　
　
当 

久　　御　　山　　町 国 

 

☆扶養親族である配偶者 
☆扶養親族でない配偶者を 
　有する場合の一人目の子等 
☆配偶者以外の扶養親族 
　・二人目以降、一人につき 
　・配偶者がいない場合は、 
　　そのうち一人 
☆16歳から22歳までの子 

13,000円 
 

6,500円 
 

6,000円 
 

11,000円 
5,000円　加算 

本　町　と　同　じ 
 
 
 

本　町　と　同　じ 
 
 
 

☆片道1㎞未満 
☆交通機関等利用者 
　・運賃相当額≦55,000円 
 （6ヵ月定期券で算出し、 
　　4月と10月に一括支給） 
☆自動車等の利用者 
　・2㎞未満 
　・2㎞以上3㎞未満 
　・以降1㎞増す毎に 

☆片道2㎞未満 
　 
　 
　 
　 
☆自動車等の利用者 
 ・  5㎞未満 
 ・  5㎞以上10㎞未満 
 ・10㎞以上15㎞未満 
 ・15㎞以上20㎞未満 
 ・20㎞以上25㎞未満 
 ・25㎞以上30㎞未満 
 ・30㎞以上35㎞未満 
 ・35㎞以上40㎞未満 
 ・40㎞以上45㎞未満 
 ・45㎞以上50㎞未満 
 ・50㎞以上55㎞未満 
 ・55㎞以上60㎞未満 
 ・60㎞以上 

　 
　 
　 
　 
　 
　 

2,000円 
4,100円 
6,500円 
8,900円 
11,300円 
13,700円 
16,100円 
18,500円 
20,900円 
21,800円 
22,700円 
23,600円 
24,500円 

 

支給なし 
　 

全額支給 
　 
　 
　 

3,000円 
6,000円 
600円 
加算 

支給なし 

　職員数は、一般職に属する職員数であり、地方公務員
の身分を有する休職者、派遣職員等を含み、臨時または
非常勤職員は含みません。 
　なお、平成19年度職員採用計画数も含んでいません。 

▽部門別職員の状況及び今後の計画［各年4月1日現在］ 

一

般

行

政

部

門 

特
別
行
政
部
門 

公
営
企
業
等
会
計
部
門 

270 262

26 25

5 5

9 8

12 12

81

38

43

82

38

44

156

20

3

8 8

22

162

22

3

23

50 49

14 14

3739 ▲ 1 

 

 

 

▲ 1 

 

▲ 1 

▲ 3 

▲ 1 

 

▲ 1 

 

 

 

 

▲ 4

 

 

▲ 2 

 

 

 

1 

▲ 1 

 

 

 

▲ 1 

 

 

▲ 1 

▲ 2

▲ 2 

 

▲ 1 

▲ 1 

 

 

▲ 2 

▲ 6 

▲ 1 

 

▲ 1 

 

▲ 1 

 

▲ 1 

▲ 8

3

小 計 

国保等 

下水道 

水 道 

小 計 

消 防 

教 育 

小 計 

土 木 

商 工 

農林水産 

衛 生 

民 生 

税 務 

総 務 

議 会 3

258

25

5

8

12

80

38

42

153

19

3

7

22

49

14

36

3

平成18年 

合　計 

平成19年 平成20年 （予定） 平成18年 平成19年 
平成20年 
（予定） 

職　員　数（人） 対前年増減数（人） 区分 

部門 

▽特別職の報酬等の状況［平成18年度］ 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員一人当たり平均支給年額 

手当の種類 

代表的な手当の名称 

18.4％ 

462,933円 

７種類 

消防業務手当 
じん芥収集作業手当 

給　料　月　額　等 区　分 

期
末
手
当 

報
　
酬 

給
　
料 

860,000円 

715,000円 

675,000円 

395,000円 

325,000円 

290,000円 

1.60月分 

1.75月分 

3.35月分 

1.60月分 

1.75月分 

3.35月分 

町　長 

副町長 

収入役 

議　長 

副議長 

議　員 

町　長 
副町長 
収入役 

議　長 
副議長 
議　員 

☆全ての職員 
　・ただし、新築・ 
　　購入から5年間 
☆借家 
　・家賃額に応じ 

3,000円 
　 

2,500円　加算 
 

最高　27,000円 
 

本　町　と　同　じ 
 
 
 

住

居

手

当 

0.725月分 

0.725月分 

1.45月分 

1.40月分 

1.60月分 

3.00月分 

6月 

12月 

計 

6月 

12月 

計 

6月 

12月 

計 
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16億4820万円 
職員 237人 

給 与 費 

2億7040万円  
（一人当たり114万円）  
　16.4%

その他の手当 

4億1638万円  
　　（一人当たり 
　　　176万円）  
　　　25.3%

9億6143万円  
（一人当たり 
406万円）  
58.3％ 

給料 

期末・ 
勤勉手当 

16億4820万円 
職員 237人 

給 与 費 

▽人件費の状況［平成18年度一般会計決算額］　  　       （1万円未満四捨五入） ▽ラスパイレス指数［各年4月1日現在］ 

　ラスパイレス指数は、地方公共団体の職
員構成（学歴別、経験年数別）が国と同一
であるとしたとき、国の給料額を100として
求められる数値です。 

区　　分 平成17年度 平成18年度 

指　　数 96.2 96.0

　人件費には、一般職に支払う給料、手当、特別職（町長、町議会議員など）に支払う給料、
報酬、手当のほか、共済費などの使用者に係る負担金も含まれています。 
　なお、嘱託員、臨時職員に支払う賃金は、人件費には含まれていません。 

歳入総額 歳出総額Ａ 実質収支額 人件費Ｂ 人件費率Ｂ/Ａ 

一　般　行　政　職 技　能　労　務　職 

平均給与 平均給料 
区　分 

平均給料 平均年齢 平均給与 平均年齢 

久御山町 

国 

▽職員の平均給料月額・平均給与月額・平均年齢［平成19年4月現在］ 

　給料とは、扶養手当などの諸手当を含まないもので、いわゆる本給です。 
　給与とは、給料と諸手当の合計額です。ただし、国の「平均給与」には特殊勤務手当、通
勤手当および超過勤務手当等の実費弁償または実績支給である給与を含んでいません。 

久　御　山　町 

170,200円 

138,400円 

178,600円 

144,100円 

国 

170,200円 

138,400円 

区　　　分 

大　学　卒 

高　校　卒 

178,600円 

144,100円 

初　任　給 2年経過後 初　任　給 2年経過後 

　初任給は、卒業後ただちに採用された場合の給料です。 

▽一般行政職の初任給［平成19年4月現在］ 

経験年数10年 

232,100円 

193,500円 

経験年数15年 

262,900円 

232,100円 

経験年数20年 

312,900円 

262,900円 

区　　　分 

大　学　卒 

高　校　卒 

▽一般行政職の経験年数別給料［平成19年4月現在］ 

　本町の給与条例に基づく給料表の級別・役職別の職員数です。 

1級 2級 3級 4級 5級 6級 計 区　　分 

部　　長 

課　　長 

課長補佐 

係　　長 

主査・主任 

主　　事 

主 事 補  

職員数計 

構 成 比  

 

 

 

 

 

 

12人 

12人 

9.8％ 

 

 

 

 

 

11人 

 

11人 

8.9％ 

 

 

 

 

13人 

15人 

 

28人 

22.8％ 

 

 

22人 

22人 

4人 

3人 

 

51人 

41.4％ 

 

15人 

 

 

 

 

 

15人 

12.2％ 

6人 

 

 

 

 

 

 

6人 

4.9％ 

6人 

15人 

22人 

22人 

17人 

29人 

12人 

123人 

100％ 

▽一般行政職の級別職員数の状況［平成19年4月現在］ 

3347万円 支　　給　　総　　額 

181,918円 
支給対象職員一人当たりの 
平　均　支　給　年　額 

　給与費は、一般職の職員（教育長を含む）
の金額で、共済費、退職手当組合負担金は
含まれていません。 
　その他の手当とは、扶養・地域・通勤・
住居・管理職・特殊勤務・時間外勤務等の
手当であり、職員全員には支給されない手
当も含んでいます。 

▽職員給与費の内訳 
　［平成19年度一般会計当初予算］ 
　　　　　　　　（1万円未満四捨五入） 

▽地域手当の支給状況 
　［平成18年度一般会計決算額］ 

9％ 支  給  率 

244人 支 給 対 象 職 員 数  

― 国 の 制 度（支給率） 

363,508円 
支給対象職員一人当たりの 
平　均　支　給　年　額 

平成19年4月1日現在の久御山町職員の給与などのあらましをお知らせします。 

ここに紹介する給与は、手取り額ではなく、税金や各種保険料などを差し引く前の金額です。 

73億2748万円 70億1086万円 2億564万円 22億1276万円 31.6％ 

325,724円 40.7歳 287,094円 48.8歳 383,541円 320,514円 

340,615円 44.6歳 309,870円 43.7歳 445,669円 380,407円 

▽時間外勤務手当の支給状況 
　［平成18年度一般会計決算額］ 
　　　　　　　　（1万円未満四捨五入） 

町職員の給与・定員管理などを公表 町職員の給与・定員管理などを公表 
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浄安寺（佐山） 

八百年大遠忌法要 

厳かに町内を練り歩く 
　第32回町民文化祭が、11月3日と4日の2日間、中央

公民館や中庭交流広場一帯でおこなわれ、多くの人が訪れ

文化の秋を満喫しました。 

　初日の3日、公民館前で開会式がおこなわれ、「出愛・

ふれ愛・学び愛　新しい文化の創造へのステップ」をテー

マに2日間にわたる文化祭が開幕。出演の部では、大正琴

をはじめ、コーラスや舞踊、フォークダンスなどが披露さ

れ、作品展では、書道や真多呂人形、生け花など各サーク

ルや町内の児童・生徒らの力作がずらりと並びました。 

　また、役場1階ロビーでは、ミニ特別企画展「久御山の

古民具、大いに語る」と題し、古い農機具や日用品が展示

されました。 

　一方、中庭交流広場は、おでんやアップルケーキ、たこ

焼きなどのさまざまな模擬店の出店や、手打ちうどんやト

ールペイント、耳かき作りなどの体験コーナー、消防車と

の記念撮影、掘り出し物がたくさんあるバザーなどでにぎ

わいました。 

中央公民館・中庭交流広場 

第32回町民文化祭 

芸術と文化の秋を満喫 
　10月28日、

佐山の浄安寺で

法然上人の800

年大遠忌に向け

たお待ち受け法

要がおこなわれ

ました。 

　この法要は、

浄土宗の総本山知恩院が、平成23年に迎える法然上人

800年大遠忌を控え、国宝御影堂の法然上人像の分身を

造立され、全国各地を巡錫されているもので、今回、浄安

寺で実施されました。 

　この日は、筆頭総代宅の仏前回向に続いて、浄安寺まで

の道のりを御分身や総代、稚児、檀信徒ら約180人の行

列が練り歩きました。 

　続いて、音楽法要や各家の先祖回向などがおこなわれ、

秋晴れのなか、大法要を終えました。 

日ごろの練習の成果を披露（手話サークルいちご） かわいらしい稚児行列 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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第20回環境まつり 
（10月28日・洛南浄化センター運動広場） 

佐山校区青少協農業体験学校「収穫感謝祭」 （10月28日・佐山小学校） 



喜多　優心ちゃん 
き　た　　　ゆうしん 

（平成17年6月30日生） 
パパ・ママの大切な宝物の優心 

優しい子に育ってね。 

林　父　孝典さん・母　あゆみさん 

児童と一緒に演奏 地元出身の片岡さん 

御牧小学校体育館 

明日への夢大使 

美しい音色に感動 片岡篤史さんが熱く語る 

商工会35周年記念講演会 
中央公民館 

　11月7日、ハープ奏者の内田奈織さんとサックス奏者

の福井健太さんが御牧小学校を訪れ、「世界にひとつだけ

の夢コンサート」が開かれました。 

　この演奏会は、京都府の「明日への夢大使」派遣事業と

して、豊かな心をはぐくみ、児童の興味や関心、学習意欲

を高めることを目的におこなわれたもので、児童は、ミニ

ハープの演奏体験や合奏などを楽しみ、美しい音色が体育

館に響きわたっていました。 

平成19年10月15日から11月14日までの受付分（敬称略） 

近
藤
　
哲
也
 

森
　
　
眞
澄
 

佐
　
山
 

下
津
屋
 

近
藤
　
景
子
 

森
　
　
沙
織
 

忠
保
・
寿
子
 

剛
司
・
典
子
 

耕
治
・
眞
理
子
 

孝
男
・
宏
奈
 

公
俊
・
理
恵
 

祐
樹
・
眞
子
 

恵
三
・
　
桃
 

雅
史
・
渚
子
 

和
宏
・
史
恵
 

信
幸
・
磨
由
 

貴
之
・
敬
子
 

豊
　
・
美
保
 

学
・
美
智
子
 

藤
和
田
 

東
一
口
 

相
　
島
 

佐
　
山
 

　
〃
 

　
〃
 

　
林
 

　
〃
 

　
〃
 

　
〃
 

　
栄
 

　
〃
 

　
〃
 

輪
木
　
龍
雅
 

川
　
　
大
生
 

岡
本
　
拓
海
 

松
井
　
優
月
 

奥
村
　
英
太
 

柴
山
　
花
歩
 

小
林
　
優
月
 

山
　
　
瑠
唯
 

　
田
　
心
宙
 

石
原
　
愛
心
 

山
本
　
悠
太
 

松
田
　
柑
花
 

田
中
晨
二
朗
 

り
ゅ
う
が
 

だ
い
　き
 

た
く
　み
 

　ゆ
　づ
き
 

え
い
　た
 

　か
　
ほ
 

　ゆ
　づ
き
 

　る
　
い
 

　み
　ひ
ろ
 

　あ
　
こ
 

ゆ
う
　た
 

ゆ
ず
　は
 

し
ん
　じ
　ろ
う
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
 

　11月11日、中央公民館で、久御山町出身の野球解説者・

片岡篤史さんを講師に招き、町商工会（稲村正樹会長）の

設立35周年記念講演会がおこなわれました。 

　「我が野球人生で学んだこと」と題しておこなわれた講

演会で、片岡さんは、「地

元出身のスーパースタ

ー」との紹介は恥ずかし

いと照れながらも、PL学

園高校やプロ野球選手時

代の体験をまじえて、ど

んなに苦しい時にもあき

らめない強い精神と、感

謝の気持ちを忘れないこ

とが大切と話され、参加

者は片岡さんの話に、熱

心に聞き入っていました。 
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みんなで語ろうワークショップ 
（11月11日・役場庁舎5階コンベンションホール） 

御牧校区青少協
「親子の集い」

 

（11月4日・北川
顔4Hクラブ農場

） 
戦没者追悼式（11月16日・中央公民館） 



▼
地
震
保
険
料
控
除
の
創
設
 

損
害
保
険
料
控
除
を
改
正
し
、
地
震
保
険

料
控
除
が
創
設
さ
れ
ま
す
。
 

①
住
民
税
は
、
地
震
保
険
契
約
に
係
る
保
険

料
等
の
金
額
の
2
分
の
１
、
所
得
税
は
全

額
に
相
当
す
る
金
額
を
控
除
し
ま
す
。（
個

人
住
民
税
は
最
高
2
万
5
千
円
、
所
得
税

は
最
高
5
万
円
）
 

②
経
過
措
置
と
し
て
、
平
成
18 
年
12 
月
31
日

ま
で
に
締
結
し
た
長
期
損
害
保
険
契
約
に

係
る
保
険
料
等
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
損

害
保
険
料
控
除
を
適
用
し
ま
す
。（
個
人

住
民
税
は
最
高
１
万
円
、
所
得
税
は
最
高

１
万
5
千
円
）
 

※
前
記
①
、
②
の
両
方
を
適
用
す
る
場
合
、

個
人
住
民
税
は
最
高
2
万
5
千
円
、
所
得

税
は
最
高
5
万
円
で
す
。
 

▼
個
人
住
民
税
で
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
（
住

宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）
の
創
設
 

平
成
20
年
度
か
ら
平
成
28
年
度
ま
で
に
限

り
、
所
得
税
に
お
い
て
住
宅
借
入
金
特
別
控

除
の
適
用
が
あ
る
も
の
（
平
成
11 
年
か
ら
平

成
18 
年
ま
で
に
入
居
し
た
者
に
限
る
）
の
う

ち
、
税
源
移
譲
の
影
響
に
よ
り
所
得
税
で
控

除
し
き
れ
な
い
場
合
に
は
、
当
該
金
額
を
翌

年
度
の
個
人
住
民
税
の
所
得
割
か
ら
控
除
し

ま
す
。
 

控
除
を
受
け
る
に
は
、
確
定
申
告
や
年
末

調
整
と
は
別
に
、
町
・
府
民
税
の
申
告
（
住

民
税
減
額
申
請
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
 

▼
所
得
税
の
定
率
減
税
の
廃
止
 

平
成
18 
年
分
の
所
得
税
は
、
税
額
の
10 
％

相
当
額
を
（
最
高
12 
万
5
千
円
）
減
税
し
て

い
ま
し
た
が
、
平
成
19 
年
分
か
ら
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。
 

    平
成
17 
年
１
月
１
日
現
在
に
お
い
て
65
歳

以
上
（
昭
和
15 
年
１
月
2
日
生
ま
れ
）
の
人

で
、
前
年
度
合
計
所
得
が
１
2
5
万
円
以
下

の
人
は
、
個
人
住
民
税
は
非
課
税
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
18 
年
度
か
ら
廃
止
さ
れ
、

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
平
成
20
年
度
か
ら
は
、
こ
の
経

過
措
置
が
な
く
な
り
、
均
等
割
・
所
得
割
と

も
全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

              税
源
移
譲
に
よ
り
多
く
の
人
に
つ
い
て
、

平
成
19 
年
度
分
の
個
人
住
民
税
が
増
額
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
所
得
税
が
課
税
さ
れ

な
い
程
度
ま
で
平
成
19 
年
中
の
所
得
が
減
少

し
た
人
な
ど
に
対
し
て
は
、
税
負
担
の
緩
和

を
お
こ
な
う
た
め
の
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
経
過
措
置
の
適
用
を
受
け
る
人
に
つ

い
て
は
、
平
成
19 
年
度
分
の
個
人
住
民
税
額

を
税
源
移
譲
前
の
税
率
を
適
用
し
た
額
ま
で

減
額
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

対
象
者
…
次
の
①
、
②
の
両
方
の
要
件
を
満

た
す
人
で
す
。
 

①
平
成
19 
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得
金
額

（
申
告
分
離
課
税
分
を
除
く
）
が
、
所

得
税
と
の
人
的
控
除
額
の
差
の
合
計
額

よ
り
大
き
い
。
 

②
平
成
20
年
度
住
民
税
の
課
税
所
得
金
額

（
申
告
分
離
課
税
分
を
含
む
）
が
、
所

得
税
と
の
人
的
控
除
額
の
差
の
合
計
額

以
下
で
あ
る
。
 

計
算
方
法
…
平
成
19 
年
度
分
の
合
計
課
税
所

得
金
額
に
つ
い
て
、
税
源
移
譲
後
の
税
率

を
適
用
し
、
調
整
控
除
を
行
っ
た
後
の
税

額
か
ら
、
税
源
移
譲
前
の
税
率
を
適
用
し

た
税
額
を
差
し
引
い
た
額
を
減
額
し
ま
す
。
 

 
す
で
に
納
税
済
み
の
場
合
は
、
還
付
し
ま

す
。
 

申
告
方
法
…
平
成
20
年
7
月
１
日
か
ら
31
日

ま
で
の
間
に
、
平
成
19 
年
１
月
１
日
現
在

に
お
住
ま
い
の
市
町
村
に
申
告
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
所
得
税
に
つ
い
て
は
宇
治
税

務
署
1
0
7
7
4
（
4
4
）
4
1
4
1
、

住
民
税
に
つ
い
て
は
税
務
課
 

市
町
村
が
自
主
性
を
発
揮
し
、
よ
り
身
近
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
う
た

め
に
進
め
ら
れ
て
き
た
三
位
一
体
改
革
の
一
環
と
し
て
、
平
成
１９
年
か
ら
国
の

所
得
税
か
ら
地
方
の
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
 

今
号
で
は
、
そ
の
主
な
改
正
点
や
経
過
措
置
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。
 

ご
存
じ
で
す
か
　
税
制
改
正

ご
存
じ
で
す
か
　
税
制
改
正
 

ご
存
じ
で
す
か
　
税
制
改
正
 

老
年
者
の
非
課
税
措
置
の
 

廃
止
に
伴
う
経
過
措
置
終
了
 

所
得
変
動
が
あ
っ
た
人
に
 

経
過
措
置
が
適
用
 

平
成
１９
年
分
所
得
税
・
平
成
２０
年
度
 

住
民
税
の
主
な
改
正
点
 

（
平
成
２０
年
２
月
１８
日
か
ら
３
月
１７
日
ま
で
の
申
告
分
） 

均 等  
割 額  

所 得  
割 額  

▽年度別住民税経過措置 

平成20年度 平成19年度 

4,000円 2,600円 

全額課税 2/3課税 
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町交通安全対策協議会（尾　　会長）では、交通安
全啓発ポスターの審査会を9月12日に開催しました。 
応募のあった259点を厳正に審査し、優秀賞10点
と佳作20点を選びました。 

優秀賞の作品は、交通安全啓発バースデーカードに
印刷し、65歳以上の高齢者に贈るほか、町民文化祭
やふるさとフェア久御山の会場でも展示しました。 
入選者は、次のみなさんです。 

田口　幹浩　　　 御牧小学校　3年 
南山　敬太　　　 御牧小学校　3年 
佐伯　昴　　　　 御牧小学校　3年 
神居　凌介　　　 御牧小学校　3年 
村田　侑司　　　 御牧小学校　3年 
片岡　莉菜　　　 御牧小学校　3年 
馬場崎　智大　　 御牧小学校　4年 
田井　千晴　　　 佐山小学校　3年 
伊藤　雅基　　　 佐山小学校　4年 
桐本　潤也　　　 佐山小学校　4年 
種村　玲依奈　　 佐山小学校　4年 
藤原　彩也香　　 佐山小学校　4年 
末田　悠麻　　　 佐山小学校　4年 
松本　歩　　　　 東角小学校　1年 
菅原　魁人　　　 東角小学校　3年 
鵜ノ口　尊　　　 東角小学校　3年 
宮田　友樹　　　 東角小学校　3年 
中村　有佐　　　 東角小学校　3年 
木野　穂乃香　　 東角小学校　3年 
太田　実玖　　　 東角小学校　3年 
　　　　　　　　 ＝敬称略・順不同＝ 

年
末
が
近
づ
き
、
忘
年
会
な
ど
で
飲
酒
の

機
会
が
増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
心

配
さ
れ
る
季
節
で
す
。
 

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
、
酒
酔
い
の
自

覚
が
な
い
酒
気
帯
び
運
転
に
よ
る
も
の
が
、

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
ま
す
。
 

「
こ
の
程
度
の
飲
酒
は
危
険
で
は
な
い
」

「
も
う
覚
め
た
か
ら
大
丈
夫
」
と
、
軽
度
な

飲
酒
運
転
の
危
険
を
甘
く
見
て
い
る
ド
ラ
イ

バ
ー
も
少
な
く
な
い
の
が
現
状
で
す
。
 

飲
酒
運
転
の
代
償
は
非
常
に
大
き
く
、
軽

い
気
持
ち
で
飲
ん
だ
一
杯
が
、
死
亡
事
故
に

つ
な
が
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
 

体
調
に
よ
っ
て
は
、
注
意
力
が
著
し
く
低

下
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
た
と
え
、
わ
ず

か
な
飲
酒
で
も
、「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
」
を

徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ま
た
、
体
調
不
良
に
も
か
か
わ
ら
ず
無
理

を
し
て
運
転
し
、
運
転
中
に
持
病
な
ど
に
よ

る
体
調
不
良
を
き
た
し
た
り
、
注
意
力
が
著

し
く
低
下
し
た
り
し
て
、
居
眠
り
運
転
と
同

じ
よ
う
な
意
識
が
も
う
ろ
う
と
し
た
状
態
で
、

事
故
を
引
き
起
こ
し
た
と
見
ら
れ
る
事
故
も

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

日
頃
か
ら
健
康
管
理
や
健
康
維
持
に
気
を

つ
け
、
体
調
不
良
時
の
運
転
は
で
き
る
だ
け

慎
み
ま
し
ょ
う
。
 

万
一
、
運
転
中
に
体
調
の
異
変
を
感
じ
た

と
き
は
、
無
理
せ
ず
、
速
や
か
に
安
全
な
場

所
に
車
を
止
め
、
体
調
の
回
復
を
待
つ
な
ど

の
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

ご
存
じ
で
す
か
　
税
制
改
正
 

二木　悠馬 
御牧小学校　4年 岸　みなみ 

御牧小学校　4年 
中村　泰雅 
御牧小学校　4年 

上田　七海 
佐山小学校　3年 

寺田　渚砂 
佐山小学校　4年 

酒匂　晴菜 
佐山小学校　4年 

藤田　航輝 
佐山小学校　3年 

中村　なな 
東角小学校　3年 

長村　薫 
東角小学校　3年 國保　貴仁 

東角小学校　3年 

たくさんのご応募ありがとうございました 
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このコーナーでは、子育て支援や子どもたちの健全な育
成に活用していただくために、毎月一つの居場所を紹介し
ます。ぜひ、活用してください。 
 
 
 
総合体育館では、多くのスポーツ事業をおこなっていま
す。 
その中でも、健康の維持・体力の増進・基本技術の習得
などを目的に「小学生卓球教室」を開いています。 
毎年1回、1月ごろに開催するこの事業は人気も高く、
小学生が習得した技術でゲームを楽しんでいます。 
昨年参加した子どもの声 
・ラリーが続いて、試合ができるようになり楽しかった。 
・スマッシュがうまく打てて、やさしく教えてもらってよ
かった。 
昨年参加した子どもの保護者の声 
・卓球だけに限らず、年間を通していろいろな種目の教室

があるので大変うれしく、喜んでいます。 
主催者の声 
・初めはうまく打てない人も、回を重ねるごとにうまくな
ります。 
・運動が苦手な人でも気軽に参加して、卓球を楽しんでほ
しいと思っています。 
問い合わせ／総合体育館 

ゆ
う
ホ
ー
ル
3
階
の
交
遊
室
は
、
小
学
生

が
使
用
時
間
を
守
ら
な
い
な
ど
、
使
い
方
が

悪
い
で
す
。
 

監
視
を
す
る
人
の
対
応
も
悪
く
、
せ
っ
か

く
来
た
の
に
残
念
で
し
た
。
（
島
田
・
女
性
）
 

  交
遊
室
は
、
土
曜
日
・
祝
日
・
休
日
（
夏

休
み
な
ど
を
含
む
）
の
午
後
3
時
以
降
に
限

り
、
小
学
生
の
入
室
を
許
可
し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
監
視
員
を
つ
け
て
使
用
マ
ナ
ー
の

向
上
に
努
め
て
お
り
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
監
視
員
の
接
客
に
つ
い
て
は
、
適

正
な
監
視
に
務
め
る
よ
う
、
指
導
を
お
こ
な

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】
 

   町
内
に
は
、
京
滋
バ
イ
パ
ス
や
第
2
京
阪

道
路
な
ど
の
高
速
道
路
が
で
き
、
交
通
事
故

が
多
発
す
る
と
思
い
ま
す
。
 

町
消
防
本
部
だ
け
で
は
、
救
急
車
両
や
救

急
隊
員
が
不
足
す
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
・
男
性
）
 

  自
動
車
専
用
道
路
で
の
火
災
や
救
急
、
救

助
な
ど
の
災
害
発
生
時
の
対
応
は
、
沿
線
の

消
防
本
部
が
相
互
に
応
援
し
、
被
害
の
軽
減

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
専
用
道
路
で
の
消

防
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
協
定
は
、
専
用
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
場
所
な
ど
に
よ
り
出
動
担
当
区
分

を
取
り
決
め
、
災
害
の
規
模
に
応
じ
た
消
防

お
よ
び
救
急
、
救
助
車
両
や
隊
員
を
出
動
さ

せ
る
も
の
で
す
。
　
　
　
　
【
消
防
本
部
】
 

   電
柱
に
取
り
付
け
ら
れ
た
街
灯
の
蛍
光
灯

が
切
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
で
す
。
 

早
く
取
り
替
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  町
内
の
交
通
安
全
灯
の
点
検
は
委
託
に
よ

り
、
切
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
調
査
し
て
交
換

し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
日
々
の
管
理
が
難
し
く
、
住
民

の
み
な
さ
ん
な
ど
の
通
報
に
よ
り
修
理
し
て

い
る
の
が
大
半
で
す
。
 

安
全
灯
が
切
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け

た
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
建
設
整
備
課
ま

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
建
設
整
備
課
】
 

No.9

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

い
き
い
き
ホ
ー
ル
・
総
合
体
育
館
 

保
育
所
・
幼
稚
園
・
荒
見
苑
 

Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
ゆ
う
ホ
ー
ル
交
遊
室
の
使
い
方
が
 

守
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
 

Q
高
速
道
路
で
の
 

事
故
の
対
応
に
つ
い
て
 

Q
街
灯
が
切
れ
て
い
る
 

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
 

A
使
用
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
ま
す
。
 

A
応
援
協
定
を
結
ん
で
 

対
応
し
て
い
ま
す
。
 

A
お
手
数
で
す
が
 

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

今年おこなわれた小学生卓球大会 

10
広報くみやま 平成19年12月1日 



◆
歯
周
病
は
、
生
活
習
慣
病
で
す
 

歯
周
病
は
、
は
じ
め
は
自
覚
症
状
が
ほ
と

ん
ど
な
い
の
で
、
原
因
と
な
る
習
慣
を
改
め

る
機
会
も
な
い
ま
ま
悪
化
し
が
ち
で
す
。
 

歯
周
病
の
原
因
は
、
口
の
中
に
2
，
0
0
 

0
億
個
以
上
も
住
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
細

菌
で
す
。
 

細
菌
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
間
に
た
ま
る
歯

垢
を
す
み
か
に
し
て
い
ま
す
。
て
い
ね
い
に

歯
を
み
が
く
こ
と
で
歯
垢
を
取
り
除
け
ま
す

が
、
歯
み
が
き
だ
け
で
は
完
全
な
除
去
は
難

し
い
の
も
事
実
で
す
。
 

歯
周
病
は
、
口
の
中
の
生
活
習
慣
病
と
い

う
認
識
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
習
慣
を

改
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

◆
喫
煙
者
は
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
い
 

喫
煙
習
慣
は
、
歯
周
病
を
悪
化
さ
せ
る
大

き
な
因
子
で
す
。
 

今
ま
で
吸
っ
て
い
た
タ
バ
コ
の
蓄
積
本
数

が
多
い
ほ
ど
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。
 

主
な
理
由
は
、
①
ニ
コ
チ
ン
に
よ
り
血
行

が
悪
く
な
り
、
歯
ぐ
き
が
栄
養
失
調
を
起
こ

し
、
抵
抗
力
が
低
下
す
る
。
②
歯
肉
が
硬
く

な
り
柔
軟
性
を
失
う
。
③
細
菌
と
た
た
か
う

白
血
球
の
機
能
の
減
少
が
み
ら
れ
る
。
④
歯

肉
の
修
復
機
能
に
悪
影
響
を
与
え
る
。
 

歯
周
病
予
防
の
面
か
ら
も
、
禁
煙
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。
 

◆
正
し
い
歯
の
み
が
き
方
を
 

　
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
 

最
初
は
鏡
を
見
な
が
ら
練
習
し
、
歯
を
１

本
ず
つ
て
い
ね
い
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
ま
し

ょ
う
。
 

・
歯
ブ
ラ
シ
の
選
び
方
 

ヘ
ッ
ド
が
小
さ
め
で
、
ネ
ッ
ク
が
細
く
、

柄
は
ま
っ
す
ぐ
で
、
毛
の
硬
さ
は
、
磨
い

て
痛
く
な
い
程
度
の
も
の
を
選
ぶ
。
 

・
歯
ブ
ラ
シ
の
持
ち
方
 

力
を
入
れ
過
ぎ
て
歯
ぐ
き
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
、
え
ん
ぴ
つ
を
持
つ
よ
う
に
親
指

と
人
差
指
で
軽
く
つ
ま
む
よ
う
に
持
つ
。
 

・
歯
ブ
ラ
シ
の
当
て
方
と
動
か
し
方
 

ス
テ
ッ
プ
１
（
ス
ク
ラ
ッ
ピ
ン
グ
法
）
…

毛
先
を
歯
に
対
し
て
90
度
に
当
て
、
2

〜
3
㎜
ず
つ
横
に
振
動
さ
せ
る
。
 

ス
テ
ッ
プ
2
（
バ
ス
法
）
…
毛
先
を
歯
に

対
し
て
45
度
に
当
て
、
歯
と
歯
ぐ
き
の

間
を
１
㎜
く
ら
い
ず
つ
振
動
さ
せ
る
。
 

◆
歯
間
清
掃
用
具
を
使
い
こ
な
せ
ば
 

　
さ
ら
に
安
心
 

歯
ブ
ラ
シ
が
届
き
に
く
い
歯
と
歯
の
隙
間

に
残
っ
た
歯
垢
は
、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
（
糸

状
よ
う
じ
）
や
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
の
歯
間
清

掃
用
具
を
使
い
こ
な
し
て
、
徹
底
除
去
を
め

ざ
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

ネットショッピングは、自宅に居ながら24時間いつで
も買い物ができるのが魅力です。 
しかし、実際に顔を合わせて取り引きするわけではない
ため、トラブルも多いようです。 
ネットショッピングのトラブルで多いのは、「代金を支
払ったのに商品が届かない」、「事業者と連絡が取れない」、
「広告と違う」などといったトラブルです。いずれも、代
金前払いのときに発生しやすいトラブルと言えます。 
また、ネットショップには個人事業主も多いため、クレ
ーム対応に慣れておらず、迅速な顧客対応を期待できない
場合もあります。 
特に、注意が必要なのは、ネットショッピングにはクー
リング・オフ制度の適用がないことです。その代わりにシ
ョップは、返品に関する特約や代金以外にかかる費用があ
る場合、その具体的金額をあらかじめサイト上に表示して
おく義務を負っています。 
◆安全な取引をするために◆ 
ネットショッピングを楽しむために、次のことに注意し

ましょう。 
・ショップの住所や担当者名、特に電話番号が書いている
かどうかを必ず確認し、これらに不備があるサイトとは
取り引きしない。 
・支払い方法が前払いだけでなく、カード支払いなど複数
用意されているショップを選ぶようにする。 
・返品に関する記載内容を必ず確認する。単に気に入らな
かった場合でも、返品できるのかどうかを事前に確認し
ておく。 
・事前に検索サイトを使ってショップの名前で検索をおこ
ない、ネット上におけるショップの評判を見ておく。 
・商品が届いたら、すぐに中身をチェックする。もし、違
うものや壊れた商品が届いた場合は、すぐにショップに
連絡する。 
トラブルに巻きこまれたら、1人で悩まず、京都府消費
生活安全センター1075（671）0004、京都府山城広域
振興局商工観光室10774（21）2103または町産業課へ
ご相談ください。 

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
策
定
し
た
「
健
康
く

み
や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て

い
ま
す
。 

こ
う
 

し
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
手
紙
・
は
が
き
の
書
き
方
に
関

す
る
オ
ス
ス
メ
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。
 

成
美
堂
出
版
発
行
 

独
特
の
ぬ
く
も
り
の
あ
る
絵
手
紙
と
墨
文
字
の
描
き
方
や
春
夏
秋

冬
の
あ
い
さ
つ
、
言
葉
の
ヒ
ン
ト
や
言
い
回
し
の
文
例
を
網
羅
し
て

紹
介
 

「
絵
手
紙
の
描
き
方
実
例
集
」
 

森
千
景
著
 

縁
起
物
や
風
物
、
十
二
支
を
テ
ー
マ
に
、
墨
や
顔
彩
、
ク
レ
パ
ス

な
ど
で
彩
っ
た
遊
び
心
の
あ
る
年
賀
状
の
作
例
を
豊
富
に
紹
介
 

「
筆
遊
び
の
年
賀
状
」
 

西
東
社
発
行
 

書
き
方
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
か
ら
、
季
節
の
あ
い
さ
つ
、
送
り

状
、
お
祝
い
状
、
お
見
舞
、
弔
事
、
お
礼
、
案
内
な
ど
、
場
面
に
応

じ
て
役
立
つ
文
例
を
詳
し
く
紹
介
 

「
短
い
手
紙
・
は
が
き
・
一
筆
箋
」
 

主
婦
の
友
社
発
行
 

手
紙
・
は
が
き
の
書
き
方
の
基
本
か
ら
、
私
的
な
場
合
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
場
合
、
英
文
手
紙
の
書
き
方
な
ど
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
文
例
等

を
多
数
紹
介
 

「
手
紙
・
は
が
き
の
常
識
事
典
」
 

∧
手
紙
・
は
が
き
の
書
き
方
∨
 

図
書
館
で
は
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
お
り
が
み
」
の

良
さ
、
楽
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
「
お
り
が
み
教
室
」

を
開
き
ま
す
。
お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
21
日
f
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
　
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
2
階
交
流
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
「
お
り
が
み
」
見
本
作
品
の
紹
介
、
縁
起
物
・
干
支
の

「
お
り
が
み
」
の
実
習
 

講
師
／
日
本
折
り
紙
協
会
登
録
会
員
の
小
野
道
子
さ
ん
 

定
員
／
先
着
30
人
 

申
し
込
み
／
図
書
館
へ
。
電
話
可
 

奥村　存斗　佐山小学校　3年 

オ
ス
ス
メ
本
 

★
つ
く
も
が
み
貸
し
ま
す
 

（
畠
中
恵
著
）
 

江
戸
深
川
の
小
さ
な
お
店
「
出
雲
屋
」。

何
で
も
貸
し
出
す
の
が
商
売
の
「
出
雲

屋
」
で
す
が
、
中
に
は
つ
く
も
が
み
と

い
う
妖
怪
に
化
し
た
古
道
具
も
…
。
 

★
ラ
ッ
セ
ル
と
ク
リ
ス
マ
ス
の
ま
ほ
う
 

（
ロ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
作
）
 

ク
リ
ス
マ
ス
の
前
の
晩
、
サ
ン
タ
さ

ん
が
ホ
タ
ル
森
に
お
っ
こ
ち
た
。
そ
り

が
こ
わ
れ
て
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
配
れ
な

い
。
サ
ン
タ
さ
ん
の
一
大
事
！
 

作り方 

①　米を水で洗い、ざるに上げておく。 
②　昆布は分量の水につけておく。 
③　しめじは石づきを取り、食べやす
い大きさに房を分ける。鍋にしめじ
とＡを入れ、軽く炊いておく。 

④　米を炊飯器に入れ、ざるでこした

しめじと貝柱を入れ、しめじの煮汁、
貝柱の缶汁と②を合わせて3カップ
にして、塩を入れて炊く。 

⑤　炊き上がったご飯に、きざんだみ
つ葉を入れてほぐし、蒸らして出来
上がりです。 食生活改善推進員協議会「久味の会」 

522㌔カロリー／1人分 

しめじと貝柱のごはん 

107米 
水 
昆布 
しめじ 

････････････････････････3カップ 
･･････････････････････3カップ弱 
････････････････････････5cm角 
･････････････････････3パック 

■材料（4人分） 

図
書
館
講
座
「
お
り
が
み
教
室
」
 

★
有
頂
天
家
族
 

（
森
見
登
美
彦
著
）
 

糺
ノ
森
に
住
む
狸
の
名
門
・
下
鴨
家

の
四
兄
弟
。
一
族
の
誇
り
を
取
り
戻
す

べ
く
今
日
も
京
都
の
街
を
駆
け
回
る
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

････････････････大さじ1 
････････････････････大さじ1 

･････････････････1缶 
･････････････････････小さじ1／2 
････････････････････････適量 

　　しょうゆ 
　　酒 
ほたて貝柱缶詰 
塩 
みつ葉 

Ａ 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

3
日
b
・
10
日
b
・
17
日
b
・
25
日
c
・

28
日
f
〜
1
月
4
日
f
（
年
末
・
年
始
）
 

た
だ
す
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町
で
は
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
と
共
催

で
、「
ひ
と
り
親
家
庭
新
入
学
児
童
を
祝
い

励
ま
す
会
」
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
3
月
中
旬
（
参
加
希
望
者
に
は
、
あ

ら
た
め
て
ご
案
内
し
ま
す
）
 

対
象
／
町
内
在
住
で
来
年
4
月
に
小
学
校
に

入
学
す
る
父
子
・
母
子
家
庭
の
児
童
 

内
容
／
町
長
、
民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

か
ら
お
祝
い
と
励
ま
し
の
言
葉
を
送
り
、

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
平
成
20
年
１
月

31
日
e
ま
で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電

話
可
 

  
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、
介
護
予
防
教
室

を
開
き
ま
す
。
 

指
導
員
と
ゆ
っ
く
り
体
力
や
健
康
づ
く
り
、

仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

開
催
日
／
平
成
20
年
１
月
8
日
c
〜
3
月
23

日
a
 

対
象
／
町
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
、
継
続
し

て
参
加
で
き
る
人
 

募
集
教
室
／
①
腰
痛
改
善
体
操
　
②
膝
痛
ら

く
ら
く
体
操
　
③
骨
盤
バ
ラ
ン
ス
体
操

④
ボ
ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　
⑤
は
じ
め

て
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
　
⑥
ら
く
ら
く
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
　
⑦
青
竹
ビ
ク
ス
　
⑧
チ
ェ

ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
　
⑨
お
な
か
シ
ェ
イ

プ
体
操
　
⑩
簡
単
マ
ッ
ト
体
操
等
　
⑪

久
御
山
い
き
い
き
体
操
（
各
教
室
と
も

週
１
回
・
3
カ
月
間
、
日
時
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
）
 

定
員
／
各
10 
人
（
締
切
日
で
定
員
を
超
え
る

教
室
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
）
 

※
抽
選
期
間
は
12 
月
18 
日
c
か
ら
23
日
a
ま

で
。（
抽
選
の
場
合
は
連
絡
し
ま
す
）
 

費
用
／
満
60
歳
以
上
…
１
回
１
0
0
円
、
満

60
歳
未
満
…
１
回
2
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12 
月
4
日
c
か

ら
16 
日
a
ま
で
の
午
前
10 
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
に
、
本
人
が
直
接
同
ホ
ー
ル

へ
。
１
人
2
教
室
ま
で
。
電
話
不
可
 

  
町
で
は
、
ひ
と
り
の
人
間
と
し
て
理
解
し

合
い
、
支
え
あ
っ
て
生
き
る
男
女
平
等
と
共

同
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め
、
男
女
共
同
参

画
セ
ミ
ナ
ー
を
開
き
ま
す
。
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

定
員
／
各
30
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
12 
月
10 
日
b
ま

で
に
、
社
会
教
育
課
へ
。
電
話
可
。
 

※
保
育
ル
ー
ム
を
設
け
ま
す
。
ご
希
望
の
人

は
、
申
し
込
み
時
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

                  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
12 
月
16 
日
a
　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
3
時
15 
分
 

場
所
／
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
久
御
山
と
総
合
体
育

館
 

対
象
／
ひ
と
り
親
家
庭
の
中
学
生
以
下
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
映
画
「
マ
リ
と
子
犬
の
物
語
」（
予

定
）、
人
形
劇
、
ゲ
ー
ム
ほ
か
 

費
用
／
大
人
5
0
0
円
、
子
供
3
0
0
円
 

申
し
込
み
／
12 
月
3
日
b
か
ら
11 
日
c
ま
で

の
間
に
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

※
各
集
合
場
所
ま
で
送
迎
し
ま
す
。
 

図
書
館 

ひ
と
り
親
家
庭
 

新
入
学
児
童
を
祝
い
励
ま
す
会
 

介
護
予
防
教
室
 

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
 

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
 

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
 

大槻百々代さん 

講　師 

12月11日c 

午後1時30分 

　　　～3時 

12月18日c 

午後1時30分 

　　　～3時 

「ご存じですか？ 

あなたに似合う色！！」 

カラーアナリスト 

泉令子さん 

「自分らしく 
　　　輝いて！」 
～仕事と生活の調和～ 

日　時 演　題 
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
内
の
喫
茶
・
軽
食
店
の
出
店
者

を
募
集
し
ま
す
。
 

営
業
品
目
／
喫
茶
・
軽
食
 

資
格
／
①
〜
④
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
法

人
ま
た
は
個
人
 

　
　
①
町
内
在
住
の
人
ま
た
は
町
内
営
業
者

で
出
店
を
希
望
す
る
人
　
②
申
し
込
み

時
に
お
い
て
直
前
2
年
以
上
の
飲
食
店

（
一
般
食
堂
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
）
営
業

経
験
が
あ
る
こ
と
　
③
直
前
2
年
間
に

お
い
て
、
食
品
衛
生
法
の
行
政
処
分
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
こ
と
　
④
国
・
府
・

市
町
村
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
 

営
業
日
／
同
ホ
ー
ル
休
館
日
以
外
の
日
 

営
業
時
間
／
開
館
時
間
内
の
必
要
な
時
間（
協

議
の
う
え
決
定
）
 

営
業
料
／
月
額
5
2
，
5
0
0
円
（
内
消
費

税
2
，
5
0
0
円
）
 

保
証
金
／
3
0
0
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
／
12 
月
28
日
f
ま
で
に
、
町
商
工

会
に
備
え
付
け
の
出
店
申
込
書
に
必
要

書
類
を
添
え
て
同
会
1
0
7
5
（
6
3

１
）
6
5
１
8
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

   
誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
お

こ
な
い
、
運
動
不
足
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。

参
加
賞
も
用
意
し
ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
15 
日
g
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

種
目
／
3
人
制
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
・
3

人
制
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
3
人
制

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
（
く
み
や

ま
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
）
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
中
学
生

以
上
の
人
 

※
１
チ
ー
ム
3
人
（
5
人
ま
で
登
録
可
能
）

た
だ
し
、
１
チ
ー
ム
に
大
人
が
2
人
以
上

い
る
場
合
、
小
学
4
〜
6
年
生
も
エ
ン
ト

リ
ー
可
能
。
 

申
し
込
み
／
12 
月
7
日
f
ま
で
に
、
各
校
区

の
体
育
振
興
会
役
員
宅
ま
た
は
社
会
教

育
課
、
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体
育

館
内
）
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
社
会
教
育
課

へ
。
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
可
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
ま
た
は
体
育
協

会
事
務
局
 

 

    
今
年
中
に
家
屋
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
さ
れ
た
人
は
、
至
急
税
務
課
へ
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。
 

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
は
、
１
月
１

日
現
在
の
建
物
の
状
況
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ

ま
す
。
取
り
壊
し
の
申
告
を
さ
れ
な
い
と
、

家
屋
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
固
定
資
産
税

な
ど
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

家
屋
を
新
築
ま
た
は
増
築
さ
れ
た
お
宅
に

は
、
家
屋
の
評
価
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
町
で
は
、
公
正
な
税
秩
序
を
守
る
た
め
、

12 
月
を
「
滞
納
一
掃
月
間
」
と
し
て
滞
納
税

の
一
掃
に
取
り
組
み
ま
す
。
 

納
期
限
が
過
ぎ
た
納
め
忘
れ
の
税
金
が
な

い
か
、
今
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
税
務
課
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
7
日
f
・
21
日
f
　
午
後
１
時

30
分
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
ビ
デ
オ
鑑
賞
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
、

ビ
ー
ズ
手
芸
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を

経
過
し
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
5
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ

ー
1
0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
ま

た
は
長
寿
健
康
課
 

   
妊
娠
中
、
特
に
初
期
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
成

長
は
も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
の
健
康
を
維
持

す
る
た
め
の
と
て
も
大
切
な
時
期
で
す
。
 

し
か
し
、
外
見
か
ら
は
妊
婦
で
あ
る
か
、

つ
ら
い
症
状
が
あ
る
か
な
ど
判
断
し
に
く
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

も
し
も
、
あ
な
た
の
住
ん
で
る
ま
ち
や
職

場
な
ど
で
、
左
記
の
マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る

お
母
さ
ん
を
見
か
け
た
ら
、
電
車
の
席
を
譲

る
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
思
い
や
り
の
あ
る
気

遣
い
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

※
町
で
は
、
母
子
手

帳
発
行
時
に
マ
タ

ニ
テ
ィ
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
進
呈
し
て

い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿

健
康
課
 

  
い
き
い
き
ホ
ー
ル
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
測
定

や
握
力
測
定
な
ど
簡
単
な
体
力
測
定
を
お
こ

な
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

日
時
／
12 
月
24
日
0
〜
27
日
e
、
平
成
20
年

１
月
5
日
g
・
6
日
a
　
い
ず
れ
も
午

前
10 
時
〜
午
後
5
時
 

場
所
／
い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
で
40
歳
以
上
の
人
 

問
い
合
わ
せ
／
い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

ゆ
う
ホ
ー
ル
内
の
喫
茶
・
軽
食
店
 

町
税
の
納
付
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

献
血
に
ご
協
力
を
 

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
 

妊
産
婦
さ
ん
へ
の
思
い
や
り
 

体
力
テ
ス
ト
 

家
屋
の
取
り
壊
し
申
告
 

第
１０
回
久
御
山
町
 

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

た
め
に
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
人
で
、
次
の
①
・
②
両
方
に
該
当

す
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。（
障
害
年
金
な

ど
の
受
給
者
は
対
象
外
）
 

対
象
／
①
昭
和
61
年
3
月
以
前
に
任
意
加
入

対
象
だ
っ
た
厚
生
年
金
等
加
入
者
の
配

偶
者
か
、
平
成
3
年
3
月
以
前
に
任
意

加
入
対
象
だ
っ
た
学
生
　
②
前
記
①
の

当
時
に
障
害
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病
の

初
診
日
が
あ
り
、
65
歳
の
前
日
ま
で
に

障
害
基
礎
年
金
１
・
2
級
相
当
の
障
害

が
あ
っ
て
、
現
在
も
そ
の
状
態
に
あ
る

人
 

支
給
額
／
１
級
相
当
の
人
…
月
額
5
万
円
　

2
級
相
当
の
人
…
月
額
4
万
円
 

※
い
ず
れ
も
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

老
齢
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

調
整
さ
れ
ま
す
。
 

請
求
先
／
住
民
課
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
京
都
社
会
保
険
事
務
局
1
0
 

　
　
7
5
（
8
１
3
）
7
0
2
2
ま
た
は
京

都
南
社
会
保
険
事
務
所
1
0
7
5
（
6
 

　
　
4
4
）
１
１
6
5
（
12 
月
3
日
か
ら
）
 

   
住
民
課
で
発
行
し
て
い
る
住
基
カ
ー
ド
（
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
）
の
顔
写
真
付
き
は
、

公
的
な
本
人
確
認
の
証
明
書
と
し
て
提
示
す

れ
ば
、
銀
行
・
官
公
庁
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
機

関
の
窓
口
で
利
用
で
き
ま
す
。
 

さ
ら
に
電
子
証
明
書
（
公
的
個
人
認
証
サ

ー
ビ
ス
）
を
取
得
す
る
に
は
、
住
基
カ
ー
ド

を
入
手
し
て
か
ら
、
住
民
課
へ
電
子
証
明
書

の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

住
基
カ
ー
ド
に
電
子
証
明
書
を
追
加
す
る

こ
と
に
よ
り
、「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
を
利
用
し

て
、
国
税
に
関
す
る
申
告
・
納
税
な
ど
が
自

宅
な
ど
に
い
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
お

こ
な
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

平
成
19 
年
分
の
申
告
か
ら
、
本
人
の
電
子

署
名
お
よ
び
電
子
証
明
書
を
併
せ
て
送
信
し

て
申
告
す
る
と
、
所
得
税
額
か
ら
5
，
0
0
 

0
円
（
そ
の
年
分
の
所
得
税
額
を
限
度
。
平

成
20
年
分
の
申
告
ま
で
）
の
控
除
も
受
け
ら

れ
、
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票
な
ど

の
提
出
・
提
示
も
省
略
で
き
ま
す
。
 

な
お
、「
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
の
ご
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、「
開
始
届
出
書
」
の
提
出
と
「
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
」
の
購
入
が
必
要

で
す
の
で
、
お
早
め
に
準
備
を
お
願
い
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

費
用
／
住
基
カ
ー
ド
　
5
0
0
円
、
電
子
証

明
書
　
5
0
0
円
 

問
い
合
わ
せ
／
住
基
カ
ー
ド
…
住
民
課
、「
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
」
…
宇
治
税
務
署
1
0
7
7
 

　
　
4
（
4
4
）
4
１
4
１
 

   
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
は
、
愛
情
と
責
任

を
持
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。
 

犬
の
放
し
飼
い
や
散
歩
中
の
犬
の
ふ
ん
は

迷
惑
に
な
り
ま
す
。
犬
は
し
っ
か
り
つ
な
い

で
飼
い
、
散
歩
時
に
は
ス
コ
ッ
プ
と
回
収
袋

を
持
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
あ
る
い
は
、
ト

イ
レ
の
し
つ
け
を
し
て
、
散
歩
時
に
ふ
ん
を

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬
や
猫
は
、

次
の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜

2
時
20
分
、
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週

月
曜
日
（
12 
月
31
日
・
祝
日
を
除
く
）

午
前
9
時
〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

   
城
南
衛
生
管
理
組
合
の
エ
コ
・
ポ
ー
ト
長

谷
山
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
び
ん
類
の
手
選
別
作

業
中
に
、
び
ん
類
か
ら
農
薬
と
思
わ
れ
る
残

液
が
漏
れ
、
作
業
を
中
断
す
る
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
 

町
が
収
集
し
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
び
ん
類

は
、
飲
食
用
に
使
用
し
た
容
器
の
み
が
対
象

で
す
の
で
、
農
薬
な
ど
が
混
入
し
た
容
器
は

収
集
で
き
ま
せ
ん
。
 

事
故
防
止
の
た
め
、
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
の

分
別
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
わ
た
し
た
ち
は
、
夏
の
冷
房
よ
り
も
冬
の

暖
房
に
多
く
の
電
力
を
使
っ
て
い
ま
す
。
冬

に
省
エ
ネ
を
実
行
す
れ
ば
、
大
き
な
効
果
と

な
り
ま
す
。
 

冬
の
省
エ
ネ
の
極
意
は
、
熱
を
逃
が
さ
な

い
こ
と
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
上
手

に
省
エ
ネ
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
 

①
暖
房
エ
ア
コ
ン
 

・
設
定
温
度
は
20
℃
を
目
安
に
し
、
寒
い
と

き
は
重
ね
着
し
た
り
、
厚
手
の
靴
下
や
ル

ー
ム
シ
ュ
ー
ズ
を
は
き
ま
し
ょ
う
。
 

・
鍋
料
理
な
ど
を
し
て
、
部
屋
が
暖
ま
っ
た

ら
暖
房
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
 

・
就
寝
前
に
は
暖
房
を
切
っ
て
余
熱
で
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。
 

②
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
・
こ
た
つ
 

・
保
温
性
の
よ
い
シ
ー
ト
な
ど
を
敷
い
て
床

面
か
ら
熱
が
逃
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
 

・
こ
た
つ
に
は
、
掛
け
布
団
の
下
に
タ
オ
ル

ケ
ッ
ト
を
掛
け
る
な
ど
し
て
、
隙
間
が
空

か
な
い
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

・
温
度
調
節
は
つ
い
つ
い
忘
れ
が
ち
で
す
。

こ
ま
め
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
 

③
カ
ー
テ
ン
 

・
厚
手
で
床
ま
で
届
く
長
い
カ
ー
テ
ン
で
窓

か
ら
の
冷
気
を
遮
断
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
昼
間
に
日
差
し
が
あ
る
と
き
は
、
カ
ー
テ

ン
を
開
け
て
、
部
屋
を
暖
め
ま
し
ょ
う
。
 

④
お
風
呂
 

・
な
る
べ
く
間
隔
を
空
け
な
い
で
入
浴
し
て

風
呂
湯
を
追
い
炊
き
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
 

・
湯
ぶ
ね
か
ら
あ
が
る
と
き
は
、
ふ
た
に
加

え
、
市
販
の
保
温
シ
ー
ト
を
湯
ぶ
ね
に
浮

か
べ
て
、
湯
温
が
下
が
ら
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

⑤
温
水
洗
浄
便
座
 

・
使
用
し
て
い
な
い
と
き
に
は
、
便
座
の
ふ

た
を
閉
め
て
放
熱
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
 

・
季
節
や
寒
さ
に
あ
わ
せ
て
便
座
や
洗
浄
水

の
温
度
調
節
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

特
別
障
害
給
付
金
制
度
 

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
の
 

分
別
に
ご
協
力
を
 

冬
の
省
エ
ネ
作
戦
 

ペ
ッ
ト
は
愛
情
を
持
っ
て
 

飼
い
ま
し
ょ
う
 

住
基
カ
ー
ド
・
電
子
証
明
書
の
 

取
得
は
お
早
め
に
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年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
が
、
12 

月
11 
日
か
ら
31
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
 

年
末
に
な
る
と
増
加
す
る
交
通
事
故
を
防

止
す
る
た
め
、
広
く
府
民
に
交
通
安
全
思
想

の
普
及
・
浸
透
を
は
か
り
交
通
安
全
に
対
す

る
自
覚
や
意
識
を
高
め
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
や
マ
ナ
ー
の
実
践
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
建
設
整
備
課
 

  
保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
 

校
区
に
関
係
な
く
、
ど
ち
ら
の
保
育
所
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
12 
月
11 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

場
所
／
佐
山
・
御
牧
・
宮
ノ
後
保
育
所
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
 

持
ち
物
／
着
替
え
・
水
筒
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
各
保
育
所
 

  
親
の
た
め
の
応
援
塾
は
、
京
都
府
が
地
元

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
委
託
し
、
子
ど
も
た
ち
の
家
庭

で
の
学
習
や
生
活
習
慣
が
し
っ
か
り
身
に
付

く
よ
う
、
小
学
校
就
学
前
の
子
ど
も
を
持
つ

親
を
対
象
に
開
催
す
る
事
業
で
、
家
庭
の
教

育
力
の
一
層
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
 

町
で
は
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が
、
次

の
よ
う
な
内
容
で
こ
の
塾
を
開
き
ま
す
。
 

①
子
育
て
の
先
輩
か
ら
子
育
て
に
関
す
る
経

験
談
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、

自
分
の
子
育
て
を
見
直
す
機
会
と
す
る
。
 

②
幼
稚
園
や
保
育
所
、
小
学
校
就
学
に
関
し

て
の
不
安
や
疑
問
を
、
同
じ
保
護
者
と
し

て
の
立
場
か
ら
聞
く
機
会
と
す
る
。
 

③
親
同
士
の
交
流
事
業
を
開
催
す
る
こ
と
で

互
い
に
知
り
合
い
、
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
と
す
る
。
 

④
講
演
形
式
で
は
な
く
、
少
人
数
に
よ
る
開

催
や
座
談
会
形
式
で
開
催
す
る
。
 

※
時
期
と
場
所
は
、
そ
の
都
度
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

   
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
地
域
の
ご
家
庭
や
事
業
所
な
ど
は
、
公
共

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
日
か

ら
、
く
み
取
り
式
便
所
は
3
年
以
内
、
浄
化

槽
設
置
便
所
は
6
カ
月
以
内
に
便
所
を
水
洗

化
し
、
生
活
排
水
と
と
も
に
、
公
共
下
水
道

に
接
続
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工
事
を
お
こ

な
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

排
水
設
備
工
事
は
、
町
の
指
定
を
受
け
た

排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
で
施
工
し
て
く
だ

さ
い
。
 

供
用
開
始
区
域
な
ど
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
下
水
道
課
窓
口
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
町
で
は
、
公
共
下
水
道
が
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
地
域
の
ご
家
庭
が
、
水

洗
便
所
へ
の
改
造
な
ど
の
排
水
設
備
工
事
を

す
る
際
、
設
備
資
金
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

町
内
の
金
融
機
関
に
融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

融
資
制
度
が
利
用
で
き
る
人
／
①
〜
⑤
の
条

件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
。
（
工

場
や
事
業
所
は
対
象
外
）
 

 
 
①
公
共
下
水
道
が
使
用
可
能
に
な
っ
た

日
か
ら
3
年
以
内
で
あ
る
こ
と
。
町
内

に
住
所
が
あ
り
、
独
立
し
た
生
計
を
営

ん
で
い
る
こ
と
。
　
②
町
税
を
完
納
し

て
い
る
こ
と
。
　
③
償
還
能
力
が
あ
る

こ
と
。
　
④
費
用
を
一
度
に
負
担
す
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
　
⑤
融
資

を
受
け
る
人
の
ほ
か
に
、
返
済
能
力
の

あ
る
保
証
人
を
一
人
立
て
ら
れ
る
こ
と
。
 

融
資
の
限
度
額
／
工
事
費
用
の
範
囲
内
で
１

0
0
万
円
以
内
（
１
万
円
単
位
）
 

融
資
期
間
／
84
カ
月
（
7
年
）
以
内
 

融
資
利
率
／
年
利
１
・
0
㌫
 

償
還
方
法
／
元
利
均
等
月
賦
償
還
 

利
子
補
給
／
融
資
を
受
け
た
と
き
か
ら
5
年

を
限
度
に
全
額
補
給
し
ま
す
。
 

申
し
込
み
／
工
事
契
約
の
と
き
、
排
水
設
備

指
定
工
事
業
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
下
水
道
課
 

   
現
在
使
用
し
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等

の
予
約
シ
ス
テ
ム
」
が
新
し
く
な
り
ま
す
。
 

引
き
続
き
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
利
用
者
登
録
の
申
請
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、
利
用
者
登
録
さ

れ
て
い
る
団
体
・
個
人
お
よ
び
新
た
に
利
用

者
登
録
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
現
在
お
持
ち

の
「
く
み
や
ま
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
生
涯
学
習

カ
ー
ド
」
と
、
ご
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
ご
持
参
の
う
え
、

総
合
体
育
館
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館

ま
た
は
社
会
教
育
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

  
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
公
園
や
街
路

樹
、
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ

化
し
、
管
内
の
み
な
さ
ん
へ
の
配
布
事
業
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

期
間
／
12 
月
6
日
e
〜
12 
日
d
　
い
ず
れ
も

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
正
午
〜
午
後

１
時
を
除
く
）
 

※
土
・
日
曜
日
も
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

場
所
／
①
エ
コ
・
ポ
ー
ト
長
谷
山
（
城
陽
市

富
野
長
谷
山
１
の
2
7
0
）
　
②
ク
リ

ー
ン
ピ
ア
沢
（
八
幡
市
八
幡
沢
１
）
　

③
折
居
清
掃
工
場
（
宇
治
市
宇
治
折
居

18 
）
 

対
象
／
管
内
在
住
・
在
勤
の
人
 

配
布
方
法
／
同
組
合
で
用
意
し
た
専
用
袋
（
約

40
㍑
）
に
各
自
で
詰
め
込
み
、
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。
１
人
10 
袋
ま
で
。
 

※
量
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
く
な
っ

た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。
 

費
用
／
１
袋
　
１
0
0
円
（
袋
代
含
む
）
 

問
い
合
わ
せ
／
各
施
設
①
1
0
7
7
4
（
5
 

 
 
8
）
0
5
5
0
　
②
1
0
7
5
（
6
3
 

 
 
１
）
0
8
3
5
　
③
1
0
7
7
4
（
2
 

 
 
0
）
4
7
9
9

 

交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
 

公
共
下
水
道
へ
 

接
続
し
て
く
だ
さ
い
 

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
が
 

変
わ
り
ま
す
 

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
実
費
配
布
 

ス
キ
ッ
プ
広
場
 

親
の
た
め
の
応
援
塾
 

せ
ん
て
い
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町
に
は
、
現
在
１
9
5
人
（
女
性
10 
人
含

む
）
の
消
防
団
員
が
お
ら
れ
、
中
に
は
親
子

3
人
で
消
防
団
に
入
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
も

お
ら
れ
ま
す
。
 

消
防
団
は
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
を
基
本
理
念
に
、
火
災
発
生

時
の
消
火
活
動
や
飛
火
の
警
戒
、
地
震
災
害

時
の
救
助
や
避
難
誘
導
、
大
雨
に
よ
る
水
防

活
動
な
ど
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
、
住
民
の
生

命
と
財
産
を
守
る
た
め
献
身
的
な
活
動
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
平
常
時
に
は
火
災
予
防
の
た
め
、

広
報
活
動
や
防
火
訪
問
、
災
害
に
備
え
て
消

防
ポ
ン
プ
の
放
水
点
検
や
訓
練
を
重
ね
て
、

技
能
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
近
年
、
入
団
希
望
者
が
減
少
し
、

団
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域
の

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
消
防
団
活
動
に

ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
よ
り
多
く
の
人
が
入

団
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  
危
険
物
取
扱
者
は
、
消
防
法
に
基
づ
き
、

原
則
と
し
て
3
年
以
内
ご
と
に
、
府
知
事
が

行
う
危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保
安
に
関
す
る

講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

日
時
／
平
成
20
年
１
月
29
日
c
　
午
後
１
時

30
分
〜
4
時
30
分
 

場
所
／
役
場
庁
舎
5
階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ

ー
ル
 

定
員
／
１
0
0
人
 

申
請
受
付
／
町
消
防
本
部
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

12 
月
3
日
b
か
ら
7
日
f
の
午
前
9
時

〜
午
後
4
時
30
分
（
正
午
〜
午
後
１
時

を
除
く
）
の
間
に
6
京
都
府
危
険
物
安

全
協
会
連
合
会
（
〒
６０２
‐
８０５４
京
都
市
上

京
区
西
洞
院
通
下
立
売
上
ル
）
1
0
7
 

　
　
5
（
4
１
5
）
0
0
3
8
へ
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  試
験
の
種
類
／
全
種
全
類
 

試
験
日
／
平
成
20
年
2
月
17 
日
a
 

場
所
／
関
西
文
理
学
院
（
京
都
市
北
区
鞍
馬

口
通
烏
丸
東
入
ル
）
 

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
／
町
消
防
本
部
に

備
え
付
け
の
願
書
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
平
成
20
年
１
月
15 
日
c
か

ら
17 
日
e
ま
で
の
間
に
、
7
消
防
試
験

研
究
セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
（
〒
６０２
‐

８０５４
京
都
市
上
京
区
出
水
通
油
小
路
東

入
ル
京
都
府
庁
西
別
館
3
階
）
1
0
7
 

　
　
5
（
4
１
１
）
0
0
9
5
へ
。
 

  
久
御
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
、
町
内
の
子

ど
も
た
ち
の
安
全
・
安
心
に
関
わ
る
防
犯
情

報
を
12 
月
１
日
か
ら
配
信
し
ま
す
。
 

情
報
を
受
信
す
る
た
め
に
は
、
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。
 

登
録
用
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
る
と
、

メ
ー
ル
が
返
信
さ
れ
て
き
ま
す
の
で
、
そ
の

指
示
に
従
い
本
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
登
録
用
ア
ド
レ
ス
は
、

safe-m
l-r@
kum
iyam

a.info

で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
久
御
山
中
学
校
1
0
7
5（
6
 

3
１
）
7
2
0
7
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
年
末
を
迎
え
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
協
力
し
、
福
祉
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

今
年
も
自
治
会
を
通
し
て
募
金
活
動
を
お

こ
な
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
同
協
議
会
 

        〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

費
用
は
、
12 
月
9
日
a
（
9
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い

教
室
は
無
料
で
す
。
 

  日
時
／
12 
月
19 
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
自
然
・
紀
行
・
映
画
な
ど
の
ビ
デ
オ

を
鑑
賞
し
ま
す
。
今
回
は
「
世
界
遺
産
」

と
「
映
画
」
な
ど
で
す
。
 

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
）
 

  日
時
／
12 
月
7
日
f
　
午
前
10 
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
、
み
ん
な
で

子
育
て
に
つ
い
て
お
話
を
し
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
16 
組
 

申
し
込
み
は
12 
月
1
日
G
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
、そ
の
翌
日
）

ゆ
う
ホ
ー
ル
 

消
防
団
に
入
団
し
て
く
だ
さ
い
 

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
 

防
犯
情
報
の
提
供
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
「
ほ
ほ
え
み
」
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  ▼
使
い
こ
な
そ
う
ワ
ー
ド
 

日
時
／
12 
月
11 
日
c
・
12 
日
d
・
13 
日
e
・

14 
日
f
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7
時

〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
中
級
者
向
け
の
、
ワ
ー
ド
教
室
で
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
資
料
代
含
む
）
 

▼
パ
ソ
コ
ン
自
習
教
室
 

日
時
／
12 
月
15 
日
g
　
午
後
5
時
〜
8
時
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
で
、
受
講
内
容
を

自
由
に
自
習
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
わ

か
ら
な
い
こ
と
は
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
 

定
員
／
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

▼
パ
ソ
コ
ン
年
賀
状
相
談
会
（
自
習
教
室
）
 

日
時
／
12 
月
6
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
、

19 
日
d
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
今
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル
の
パ
ソ
コ
ン

教
室
を
受
講
し
た
人
 

内
容
／
パ
ソ
コ
ン
で
つ
く
る
年
賀
状
に
関
す

る
相
談
を
個
別
に
受
け
付
け
ま
す
。
自

習
も
で
き
ま
す
が
、
締
切
日
ま
で
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
19 
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。） 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
 

  日
時
／
12 
月
7
日
f
・
20
日
e
　
午
前
10 
時

〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。） 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
①
12 
月
15 
日
g
　
午
後
6
時
〜
7
時

②
22
日
g
　
午
後
8
時
30
分
〜
9
時
30

分
（
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30
分

前
ま
で
）
 

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
な
ら
、
誰
で

も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
小
学
生

以
下
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。
 

内
容
／
①
「
月
の
観
察
」
　
②
「
火
星
と
冬

の
星
座
」
　
天
体
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
で

星
空
の
観
察
を
し
ま
す
。
（
雨
天
・
曇

り
の
場
合
は
中
止
）
 

  日
時
／
12 
月
23
日
-
　
午
前
8
時
50
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
。
た
だ
し
、

小
学
１
・
2
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が

必
要
で
す
。
 

内
容
／
宇
治
川
河
川
敷
で
野
鳥
観
察
を
し
ま

す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
12 
月
9
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
正

午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
１
，
5
0
0
円
 

   日
時
／
12 
月
9
日
a
　
午
後
１
時
30
分
〜
午

後
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
4
〜
6
年
生
 

内
容
／
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
り
ま

す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
16 
日
a
　
①
午
前
9
時
〜
正
午

②
午
後
2
時
〜
5
時
、
24
日
0
　
③
午

前
9
時
〜
正
午
　
④
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
プ
ラ
カ
ッ
プ
で
作
る
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ

ウ
ン
ド
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
8
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
（
小
学
１
〜

3
年
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）
 

内
容
／
古
川
で
生
き
物
調
査
を
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
組
 

  日
時
／
平
成
20
年
１
月
6
日
a
　
将
棋
の
部

…
午
前
9
時
30
分
〜
正
午
、
オ
セ
ロ
の

部
…
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
将
棋
や
オ
セ
ロ
な
ど
、
盤
ゲ
ー
ム
の

大
会
を
開
き
ま
す
。
 

定
員
／
各
種
目
24
人
 

       日
時
／
①
12 
月
8
日
g
・
②
22
日
g
　
い
ず

れ
も
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
 

種
目
／
①
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
②

小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
 

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
し

ま
す
。
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

小
学
生
フ
ラ
ワ
ー
 

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

小
学
生
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
 

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー
 

漢
字
出
直
し
塾
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

身
近
な
野
鳥
観
察
会
 

申
し
込
み
は
12 
月
1
日
G
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

小
学
生
工
作
教
室
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＜年末年始の体育施設休館日＞ 
総合体育館・屋外スポーツ施設は12月29日Gから1月3日Eまで休館します。ご了承ください。 



    

   日
時
／
12 
月
4
日
c
・
10 
日
b
・
13 
日
e
・

21
日
f
　
い
ず
れ
も
午
後
7
時
〜
8
時
、

12 
月
2
日
a
・
8
日
g
・
9
日
a
・
23

日
-
　
い
ず
れ
も
午
前
10 
時
〜
11 
時
 

※
い
ず
れ
か
一
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
先
着
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
。
）
 

       日
時
／
12 
月
10 
日
b
・
13 
日
e
・
17 
日
b

　
　
【
3
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
正
月
前
に
和
服
の
美
し
い
着
こ
な
し

と
和
装
マ
ナ
ー
を
学
び
ま
す
。
 

講
師
／
岡
西
和
美
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

 

  日
時
／
12 
月
18 
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
手
作
り
の
正
月
料
理
を
プ
ロ
か
ら
学

び
ま
す
。
（
鴨
ロ
ー
ス
ほ
か
、
ユ
ニ
ー

ク
な
正
月
料
理
の
作
り
方
）
 

講
師
／
田
井
秀
樹
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
12 
月
25
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
縁
起
の
よ
い
寄
せ
植
え
で
、
新
年
を

迎
え
る
準
備
を
し
ま
す
。
 

講
師
／
石
川
敏
之
さ
ん
 

定
員
／
25
人
 

費
用
／
苔
玉
…
2
，
5
0
0
円
、
寄
せ
植
え

…
2
，
5
0
0
円
 

 

  日
時
／
12 
月
17 
日
b
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
90
×
50
㌢
の
布
（
木
綿
）
に
絞
り
染

め
を
し
ま
す
。
 

講
師
／
一
寺
芙
紗
子
さ
ん
 

定
員
／
15 
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

 
参
加
申
し
込
み
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催

を
中
止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

   【
無
料
法
律
相
談
】
 

12 
月
20
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
　
役
場
庁

舎
１
階
相
談
室
１
　
先
着
6
人
（
要
予
約
）
 

※
申
し
込
み
は
、
広
報
行
政
課
へ
。
電
話
可
 

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

12 
月
11 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
 

12 
月
11 
日
c
・
25
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後

１
時
　
中
央
公
民
館
１
階
教
養
室
3
号
 

※
面
談
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
） 

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
 

12 
月
13 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
 

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。
 

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

12 
月
13 
日
e
・
27
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

相
談
専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
 

2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

着
付
け
教
室
 

迎
春
用
寄
せ
植
え
教
室
 

染
物
教
室
 

正
月
料
理
教
室
 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

申
し
込
み
は
12 
月
1
日
G
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
5
（
6
3
1
）
1
0
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

中
央
公
民
館
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 1 4 5人　 
8 , 5 3 8人　 
8 , 6 0 7人　 
6 , 7 1 3世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 1人　 
1 5人　 
8 5人　 
7 7人　 

〈10月中の動き〉 

〈11月1日現在〉 

（
前
月
比
／
増
４
人
）
 

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
 

【
連
絡
先
】
 

 
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
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※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センター（※1はゆうホール、※2は公団集会所）です。母子健康手帳をお持ちの人は、必ず
ご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課 

健 　 診 ・ 相 　 談  

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 6日E

すくすくひろば（親子教室） 午前9時45分～10時 
生後10か月～おおむ
ね1歳6か月の乳幼児 

1歳前後の育児遊びについて
のお話しと自由遊び 

7日F

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～11時 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 20日E

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成18年3月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

7日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成19年8月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

13日E

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成19年2月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

10日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成17年5月生まれ 
歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導 

17日B

成 人 歯 科 健 診  午後1時～1時30分 
40歳以上の人・ 
妊婦 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

17日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成16年5月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

14日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

午後1時40分～1時55分 13日EＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
・3か月以上6か月未満の乳児 
　（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 

10か月児健診（11月5日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

※1

※2
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保健予防のコーナー 

社会教育課　1631-9980／45-3918 
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

水　道　課　1631-9987／45-3919 
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

下 水 道 課　1631-9990／45-3920 
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

議会事務局　1631-9996／45-0105 
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）3000

会　計　課　1631-9932／45-3909 
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

消 防 本 部　1631-1515 
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5382

町体育協会 
10774（44）2205　60774（44）2203

いきいきホール 
10774（41）3466　60774（44）1199

荒　見　苑 
10774（44）3405　60774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会） 
1075（631）0022　6075（632）3001

御牧保育所　1・6075（631）2475

佐山保育所　1・60774（43）2970

宮ノ後保育所　1・60774（43）4906

宇治警察署　10774（21）0110

山城広域振興局　宇治総合庁舎 
10774（21）2101　60774（21）2106

山城北保健所 
10774（21）2191　60774（24）6215



12月のごみ・し尿収集日 

し　　尿 
藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

11日C

30日A

12日D
1月7日B

14日F
1月9日D

燃やすごみ 燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・市田・鈴間・田井・荒見・

下津屋・下津屋サンハイツ・島

田・東島田・森・坊之池・野村

・村東 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・松陽台・サンタウン佐山・

佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地 

久御山団地 

東佐山団地・久御山団地 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

5日 
（第１水曜日） 
19日 

（第３水曜日） 

12日 
（第２水曜日） 
26日 

（第４水曜日） 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

12日（第２水曜日） 

※指定の場所に、油が入っていた 
　容器等に入れて出してください。 

※31日Bから1月3日Eまでの間は、ごみの収集はおこないません。 

２７日E・２９日G・３０日A年末収集日 

２８日F・３０日A年末収集日 

２８日F・３０日A年末収集日 
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環境保全のコーナー 

■久御山町役場（代表） 
1075（631）6111／0774（45）0001 
6075（632）1899

総　務　課　1631-9991／45-3922 
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

企画財政課　1631-9992／45-3924 
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

広報行政課　1631-9993／45-3926 
koho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

税　務　課　1631-9926／45-3908 
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

社会福祉課　1631-9902／45-3902 
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）1807

長寿健康課　1631-9903／45-3904 
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

住　民　課　1631-9904／45-3905 
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

国保医療課　1631-9913／45-3906 
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

環境保全課　1631-9917／45-3907 
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

建設整備課　1631-9961／45-3912 
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

産　業　課　1631-9964／45-3914 
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

都市計画課　1631-9966／45-3915 
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

学校教育課　1631-9974／45-3917 
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

■各課別ダイヤルイン等 

町公共機関電話番号等 



町
内
に
残
る
「
道
中
記
」
を
も
と
に
、

平
成
十
四
年
七
月
号
か
ら
五
年
四
カ
月

に
わ
た
っ
て
旅
の
様
子
を
紹
介
し
た「
ふ

る
さ
と
の
旅
日
記
」。
い
か
が
で
し
た

か
。
 

前
月
号
を
も
っ
て
連
載
を
終
え
ま
し

た
が
、
今
号
で
は
執
筆
い
た
だ
い
た
町

郷
土
史
会
会
長
の
阪
部
五
三
夫
さ
ん
に
、

シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
感
想
を
伺
う
予
定

で
し
た
が
静
養
中
の
た
め
、
日
ご
ろ
「
旅

日
記
」
の
寄
稿
に
あ
た
っ
て
執
筆
者
か

ら
伺
っ
た
こ
と
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

 
■
「
ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ
」
の
中
で
、

今
回
の
連
載
が
六
十
五
回
と
、
長
期

に
わ
た
っ
た
の
は
 

今
回
の
シ
リ
ー
ズ
連
載
に
あ
た
っ
て

は
、
史
料
の
所
蔵
者
や
郷
土
史
会
会
員

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ま
た
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
励
ま
し
の
お

か
げ
で
す
が
、
長
期
に
連
載
で
き
た
の

は
、
久
御
山
町
史
の
編
さ
ん
時
に
収
録

さ
れ
た
史
料
が
根
幹
と
な
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
 

町
史
編
さ
ん
過
程
の
昭
和
五
十
年
代
、

郷
土
史
会
会
員
の
熱
意
で
近
世
・
近
現

代
の
古
文
書
一
万
数
千
点
が
所
蔵
者
の

ご
好
意
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

現
在
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
史
料
が
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
収
録
さ
れ
、
久
御

山
の
変
遷
を
知
る
う
え
で
、
貴
重
な
宝

と
い
え
ま
す
。
 

昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら
連
載
し
ま

し
た
「
ふ
る
さ
と
シ
リ
ー
ズ
」
が
二
十

八
年
を
超
え
る
連
載
が
で
き
た
の
も
、

豊
富
な
原
史
料
が
継
承
さ
れ
て
い
る
お

か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
 

             
■
こ
の
「
ふ
る
さ
と
の
旅
日
記
」
で
、

特
に
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
。
 

連
載
さ
れ
た
「
道
中
記
」
は
、
東
海

道
道
中
記
、
西
国
三
十
三
所
巡
拝
日
記

大
峯
山
行
者
ま
い
り
の
旅
、
高
野
山
参

詣
の
旅
、
女
た
ち
の
善
光
寺
参
り
、
伊

勢
参
宮
道
中
記
の
六
つ
の
旅
日
記
で
す
。
 

い
ず
れ
も
江
戸
時
代
の
旅
の
様
子
や
、

そ
の
当
時
の
社
会
環
境
を
克
明
に
知
り

得
た
こ
と
で
す
が
、
特
に
「
西
国
三
十

三
所
巡
拝
日
記
」
は
、
内
容
が
詳
し
く

記
さ
れ
て
い
て
、
貴
重
な
史
料
と
い
え

ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
旅
日
記
に
は
、
行
程
に

つ
い
て
、
旅
で
体
験
し
た
様
子
を
記
す

と
と
も
に
、
今
後
、
巡
拝
す
る
人
た
ち

の
指
針
と
な
る
「
道
し
る
べ
」
を
記
し

て
い
る
こ
と
に
、
当
時
の
人
々
の
思
い

や
り
が
伝
わ
っ
て
き
て
、
古
き
良
き
時

代
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
 

 「
ふ
る
さ
と
の
旅
日
記
」
シ
リ
ー
ズ

を
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

次
の
連
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、
企
画

中
で
す
の
で
、
し
ば
ら
く
休
ま
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

 
▼
「
ふ
る
さ
と
の
旅
日
記
」
で
紹
介
し

た
道
中
記
 

☆
東
海
道
道
中
記
 

　
　
平
成
14
年
7
月
号
〜
15
年
6
月
号
 

☆
西
国
三
十
三
所
巡
拝
日
記
 

　
　
平
成
15
年
7
月
号
〜
16
年
12
月
号
 

☆
大
峯
山
行
者
ま
い
り
の
旅
 

　
　
平
成
17
年
1
月
号
〜
17
年
7
月
号
 

☆
高
野
山
参
詣
の
旅
 

　
　
平
成
17
年
8
月
号
〜
17
年
12
月
号
 

☆
女
た
ち
の
善
光
寺
参
り
 

　
　
平
成
18
年
1
月
号
〜
18
年
12
月
号
 

☆
伊
勢
参
宮
道
中
記
 

　
　
平
成
19
年
1
月
号
〜
19
年
11
月
号
 

☆大型ごみ収集の申し込みは19日（水）まで 
年内の大型ごみ（有料）の収集申し込みは、12月19日
dまでです。収集は、20日eが最終日です。 
年始は1月4日fから受け付けます。収集は、1月10
日eからです。 
 

☆し尿の臨時収集の申し込みは26日（水）まで 
年内のし尿の臨時収集（有料）申し込みは、12月26日
dまでです。年始は1月4日fから受け付けます。 
し尿収集に関するお問い合わせは、年内は31日bの正午
まで、年始は1月4日fの午前8時30分から城南衛生管理
組合1075（631）5171へご連絡ください。 

年末・年始の大型ごみ・し尿の臨時収集の申し込み日 
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阪部　五三夫氏 
［久御山町郷土史会・会長］ 

「ふるさとの旅日記」の連載を終えて 


